
■表示について

■絵表示について

この記号は「してはいけないこと」を意味しています。この記号の中や近くの表示は具体的な
禁止内容です。

各部の名称

警 告

qステープルは、指定のものを必ず使用する。
wギザ刃は指定のものを必ず使用する。
ギザ刃は必ずテープナー用ギザ刃を使用してください。指定以外のギ
ザ刃の使用は、刃先の破損、及び機械故障の原因となります。

e使用前に必ず正常に作動するか確認する。正常に作動しない場合は絶
対に使用しない。
使用前に支柱など棒状のもので、本機が正常に作動するか確認してください。
正常に作動しなかったり、結束できない場合は、お買い求めの販売店またはマ
ックスエンジニアリング&サービスファクトリー㈱に修理へ出してください。

r（テープを入れる時）マガジンユニットの先端付近には、ギザ刃及び
ステープルの射出口があるため、絶対に指を当てない。

t2度打ち（ステープルがクリンチャに残っているうちに、次のステー
プルを打つこと）を絶対にしない。
ステープルづまりなど、本機の故障の原因となりますので避けてくだ
さい。

y空打ちを絶対にしない。
ステープルづまりなど、本機の故障の原因となりますので避けてください。

u棚の番線・支柱に本機を絶対に掛けない。
一時的に使用を中断するときに（及び作業終了後）本機を棚の番線や
支柱等に掛けたまま放置しないでください。落下による事故や落下に
よる本機の故障の原因となります。

i使用後は、テープ・ステープルを機械から必ず抜き取り保管する。
テープを取り出す際は、必ずAハンドルユニットのテープ通り道のフ
タを開けてください。

o使用後は、冷暗所に保管する。
直射日光のあたる場所（例：ハウス内など）に長時間放置すると、プ
ラスチック部品が劣化し、本機の故障原因となります。

!0摺動部には必ず注油する。
本機の性能を維持するために、作業終了後に摺動部に注油してください。
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この取扱説明書は再生紙を使用しています。

取扱説明書

警 告
●使用前に必ず取扱説明書を読む。
●使用前に正常に作動するか必ず確認する。
正常に作動しない場合は絶対に使用しない。
●マガジンユニットの先端付近にはギザ刃及びステープルの射出口があるた
め絶対に指を当てない。

●異常を感じたら絶対に使用しない。
●カラ打ちを絶対にしない。
●ギザ刃は指定のものを必ず使用する。

●この取扱説明書は常時内容が確認できるよう保管してください。
●本機の仕様は機能向上のため、予告なしに変更することがあります。
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本機は、果樹などの棚誘引結束、野菜などの支柱誘引結束、つる上げ誘引結束を行うことを目
的とした機械です。指定以外の用途、使用方法は重大な事故につながる恐れがあります。この
取扱説明書の記載事項を厳守してください。作業関係者以外、特に子供は作業場所に近づけな
いでください。また、本機に触らせないでください。

作業前

作業中

作業後

Bハンドル

プッシャユニット

Aハンドルユニット

●マックスお客様ご相談ダイヤル（無料） 0120-228-358
『ナンバーディスプレイ』を利用しています。
〈月～金曜日（祝祭日・年末年始を除く）午前9時～午後6時〉

http//www.max-ltd.co.jp/kik/
●住所、電話番号などは都合により変更になる場合があります。

この表示は、取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定さ警告 れる状況を表しています。

この表示は取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定される状況および
物的損害のみの発生が想定される状況を表しています。また、取扱いを誤った場合に注意 は、機械本来の性能を発揮しないばかりでなく本機の損傷につながる事が想定される
状況を表しています。

安全作業のために

4009814
110802-00/00

＊便利メモ

お名前 商品名 HT-A（NS）

お買い上げ日 年　　　月　　　日 製造番号

販売店名 1（ ） －○○○○

このたびは、マックス園芸用結束機HT-A（NS）をお買い上げいただきまして誠にありが
とうございます。本機の取扱いにあたって、この取扱説明書を最後までよくお読みくだ
さい。使用上の注意事項、使用方法、能力などについて十分ご理解の上、安全に適切に
ご使用くださるようお願いいたします。

【テープナー全体の動き】

①、②の動作でテープを引き出し、③、④の動作で結束します。 

①作業前 ②テープつかみ動作　※最後まで握らないでテープ支えがカチッと動いたらBハンドルを開く。 

③結束物を押し込む。 ④Bハンドルを最後まで強く握る。 
　テープ支えがカチッと動いたら 
　完了。 

ハンドルを開くと結束が完了しています。 



使用後

注 意
●使用後は、テープ、ステープルを機械から
必ず抜き取り、保管する。
●摺動部には必ず注油する。
使用後は、直射日光のあたる場所、高温・
多湿な場所（例：ハウス内など）を避け、
冷暗所に保管する。

【注油部】
本機の性能を維持するために、作業終了後は摺
動部に注油してください。 〈図-12〉 〈図-12〉

qギザ刃の耐久限度は約10万回です（使用状況により異
なります）。テープを切断しなくなりましたら、新しい
ギザ刃と交換してください。
※ギザ刃の割り方
ギザ刃は新品の状態では3枚連結になっています。手で割
ると割れ線に沿って割れないこともありますので、ラジオ
ペンチやプライヤー等を使って割れ線に沿ってあてがい、
ギザ刃を割っていただくときれいに割ることができます。

〈図-9〉
wAハンドルユニット先端部とマガジンユニットを左手で
はさみ、ギザ刃をペンチ又はヤットコ等で抜き取り、新
しいギザ刃の刃先を傷つけないように入れてください。

〈図-10〉

【針（ステープル）づまりの直し方】
針がつまったら－ドライバーなどを使って、射出口から
つまった針を取り除いてください。

〈図-11〉

〈図-10〉

〈図-11〉

警 告
●ギザ刃は必ず指定のものと交換する。
お買い求めの販売店で、テープナー用ギザ刃とご指定の上、お買い求めください。指定以
外のギザ刃の使用は、刃先の破損、及び機械故障の原因となります。
●ギザ刃を交換する時は、ステープル射出口に指を絶対に当てない。
●ギザ刃の抜き取り、挿入はペンチ又はヤットコを必ず使用する。

【ギザ刃交換】

q結束物にテープを当てがい、機械の中に入るように押
し込みます。 〈図-7〉

wハンドルを強く握りますと、結束物はテープとステー
プルにより結束され、同時にテープは切断されます。

〈図-8〉

〈図-7〉

〈図-8〉

【テープの引き出し方】
qハンドルを軽く握るとテープ支えがテープ先端を押え
ます。 〈図-6〉

wその状態でハンドルをもどすと、テープが引き出され
ます。

〈図-6〉

注 意
●空打ちを絶対にしない。
空打ちをしますと、ステープルづまりの原因となり
ますのでさけてください。

【結束の仕方】

qAハンドルユニットのふたをあけ、テープを入
れ、テープ部のふたのみを『パチン』と音がす
るまで閉じます。 〈図-2〉

w次にテープをセットします。テープ通り部フ
タを開けたまま親指でテープを軽く押え、右
手でテープ先端を持ちます。 〈図-3〉

eテープを下方へ引き、テープガイドの中にテープを通
します。 〈図-4〉

rテープをテープ通り部フタにはさまない様注
意しながらパチンと音がするまで閉じます。
テープを通す位置に注意してください。

〈図-5〉

〈図-2〉

〈図-3〉

仕様

商　　品　　名 マックス園芸用結束機テープナー

商　品　記　号 HT-A（NS）

寸　　　　　法 （W）27 ×（L）335 ×（H）136mm

質　　　　　量 420g

結　束　範　囲 最大24mmφ

ステープル装填数 604C-L/200本×1連　604E-L/172本×1連

付　　属　　品 吊り下げ用ストラップ

使用温度範囲 0℃～40℃　※テープ種類により一部異なる。次ページの表を参照

使用方法

注 意
●ステープルは指定のものを必ず使用する。

【ステープルの入れ方】

注 意
●テープは指定のものを必ず使用する。
●マガジンユニットの先端付近にはギザ刃及びステープ
ルの射出口があるため、絶対に指を当てない。
●テープを取り出すもしくは巻き戻す際は、必ずAハン
ドルユニットのテープ通り道のフタを開ける。
テープ通り道のフタを閉めたままテープを引張り、取
り出すと、逆止のバネが破損したり、テープが切れま
すので、テープ通り道のフタを開けた状態でテープを
取り出してください。

q左手で本体を握り、右手でプッシャユニット
のツマミを上に押し上げ、そのまま後方へ引
き出します。 〈図-1〉

w右手でステープルをつまみ、ステープル足を下
にしてマガジンユニットの中に入れ、プッシャ
ユニットをセットします。 〈図-1〉

〈図-1〉

【テープの入れ方】

●使用ステープル
足長4mm

604C-L 肩幅6mm
線幅0.5mm

足長4mm
604E-L 肩幅6mm

線幅0.58mm

●使用テープ

テープ種類 製品記号 色 寸法（厚さ）×（幅）×（長さ）
推奨ステープル
604C-L 604E-L

TAPE 100-R クリーム 0.1  mm×11mm×38m ◎ ○
光分解テープ TAPE 200-R ペイルグリーン 0.2  mm×11mm×19m ○ ◎

TAPE 200-L ピンク 0.2  mm×11mm×19m ○ ◎
TAPE-10 白 0.1  mm×11mm×40m ◎ ○

テープナー用テープ TAPE-15 青 0.15mm×11mm×26m ○ ◎
TAPE-25 赤 0.25mm×11mm×16m ○ ◎

テープナー用鏡面テープ TAPE-15M 銀 0.15mm×11mm×26m ○ ◎

ツマミ

肩幅 線幅 

足長 
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テープ通り道のフタ 

テープ

Aハンドルユニット
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マガジンユニット

ギザ刃と
ステープルの射出口

クリンチャ

ギザ刃

ペンチ又は
ヤットコ

射出口 －ドライバー

テープは常温で保管し、直射日光の当たる場所や湿気のある場所は避けてください。

以下の表に従い、使用環境温度に合ったテープをお使いください。

〈図-4〉

〈図-5〉

テープ
ガイド

注 意
●Aハンドルユニットの先端付近にあるギザ刃と、ス
テープルの射出口には絶対に指を当てない。

テープ種類 0℃ 5℃ 10℃ 30℃ 35℃ 40℃

TAPE 100-R × × △ ○ ×
TAPE 200-R,TAPE 200-L × ○ ×
TAPE-10 × △ ○ ×
TAPE-15,TAPE-25 × ○ ×
TAPE-15M × ○ △ × ×

○：使用できます
△：使用できないことがあります
×：使用できません

注 意
●テープの厚さが薄い商品（TAPE-10,100-R）を低温で使用しますと、テープ自体が硬くなり引き出せない
ことがありますので、低温環境下でご使用の場合は厚いテープ（TAPE-15,200-R等）をご使用ください。
●TAPE-15Mは高温で使用しますと、テープを引き出しにくくなることがありますので、高温環境下でご
使用の場合はご注意ください。

ジェットオイラ（TT05209）
〔タービン油2種 ISO VG32（JIS K 2213）〕

〈図-9〉

割れ線

テープ部のフタ

ステープル足を下 

左右の板金のすき間からテープが見えていればOKです。

s0910310
引き出し線
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